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ことは、酵素反応における induced fit に対応している。
また基質の芳香族部（4-ジメチルアミノベンゾイル部）と








































1）Surface Interaction Forces of Well-Defined, High-Density Polymer Brushes Studied by Atomic Force
Microscopy. 1. Effect of Chain Length, Macromolecules 33, 5602-5607 (2000).
2）Surface Interaction Forces of Well-Defined, High-Density Polymer Brushes Studied by Atomic Force








1）Magnetoresistance of Bloch-wall-type magnetic structures induced in NiFe/CoSm exchange-spring
bilayers, Physicl Review B58, 6442-6446 (1998).
2）Influence of periodically inserted monatomic layers on the magnetic properties of thin Cr films,
Proceedings of International Colloquium on Magnetic Films and Surfaces (August, 2000, Natal, Brazil).
3）Reduction of magnetic moments in very thin Cr layers of Fe/Cr multilayers: evidence from 119Sn 







































































































11:15～11:55 流れ星と電波で調べる地球大気環境変動 宙空電波科学研究センター 助教授　中村　卓司
14:30～15:10 きのこに注目　－グリーンケミストリーとバイオテクノロジー－ 木質科学研究所長 原　正章




















Electrical Double Layer Structure of SiO2 Surface Influenced
by Cationic Polyelectrolyte Adsorption, Counterion Binding


















Controlled Surface Grafting of Well-Defined Polymers by















































































































































































































































































on the Application of the Mo¨ssbauer Effect の日本委

















































3．ATP依存性ペプチド合成酵素の反応機構および立体構造にもとづく特異的阻害剤の設計 700千円 Inder Pal Singh
平成12年度　受託研究
新規ポリマーの概念や構造についての基本的考え方の導入に関する研究 リチウム電池電力貯蔵技術研究組合 谷　信三
ゴム・プラスチック用高品位・低コスト金型の研究開発 イオン工学研究所 谷　信三
植物の環境応答ネットワークと遺伝子制御に関する研究 農水省農業生物資源研究所 岡　　穆宏
分子性超構造材料の構造評価に関する研究 通産省工業技術院物質工学工業技術研究所 小林　隆史
ポリマー改質・修飾に関する基礎研究 住友電気工業株式会社大阪研究所 谷　信三
ケイ素系高分子材料の研究開発 化学技術戦略推進機構 玉尾　皓平
ネットワーク再構築に関する情報科学研究及び実験研究 宝酒造株式会社 金久　　實
タンパク質の構造解析を利用した単離及び機能解明 農水省農業生物資源研究所 畑　　安雄
高機能材料設計プラットフォームの開発 化学技術戦略推進機構 渡辺　　宏
平成12年度　共同研究
遺伝情報伝達機構の解明 日本エス・ジー・アイ株式会社 金久　　實
新超電導材料開発に係る遷移金属酸化物の磁性と電導に関する試験研究 東北電力理事研究開発センター 山田　和芳
核破砕中性子源用加速器要素の開発－Ⅲ 日本原子力研究所 野田　　章
平成12年度　政府出資金事業
ナノ磁性体の構造制御による磁性制御 日本学術振興会 壬生　　攻
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いて宇治地区所長懇談会に報告を行う予定であります。
改善方策等のうち、実行できるものから順次準備を進め
ておりますが、なかでも最も重要な事項として部局担当事
務室の在り方があります。これについては各部局の皆さん
のご意見を伺いながら、引き続き検討を進めたいと考えてお
ります。
また、身近なものとして、事務部職員の教職員・学生の
皆さんへの窓口対応、事務処理の迅速化に向けた事務処理
能力の向上等についても意識改革、研修などにより改善に
取り組んでおります。
一方、事務部を取り巻く環境は食糧科学研究所の農学研
究科への統合に伴う事務職員の削減、第10次定員削減へ
の対応等が喫緊の課題となっており、非常に厳しいものが
あります。
これらの対応については、現在、職員配置・事務の見直
しを行い対応する予定でありますが、事務職員の削減は避
けられない状況にありますので、事務処理において多々ご
迷惑をおかけする場合が生じるおそれがあります。教職
員・学生さんには、これらの事情をご理解いただきご協力
をお願い申し上げます。 （事務部長　大平　嘉彦）
研究部門紹介　第４回「解析部会」
解析部会は、（1）構造解析基礎研究部門Ⅱ、（2）界面物性研究部門Ⅰ、（3）界面物性研究部門Ⅱ、（4）原子核科学研究施
設―粒子線発生研究領域―、―基礎反応研究領域―の五研究領域によって構成されている。各領域は物質の極微構造の解析
に最先端の物理的、化学的手法を駆使し、素粒子レベルから、原子核、分子・電子、分子集合体、界面レベルまでの精密構
造解析をめざしている。部会は原子核の研究分野と有機物の構造、反応、電子状態を研究する分野からなっており、生体関
連現象の物理化学的研究にも力が注がれている。
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異　動　者　一　覧
平成12年5月1日
［行政職］
● 大川　昌治　　奈良国立博物館管理課会計係長　昇任
（宇治地区経理課第一用度掛主任から）
● 谷内　秀樹　　宇治地区経理課　配置換
（経理部経理課から）
平成12年10月１日
［教育職］
● 長谷川　浩　　金沢大学工学部講師　昇任
（界面物性研究部門Ⅲ助手から）
［行政職］
● 三上　隆典　　再生医科学研究所研究協力掛長　配置換
（宇治地区経理課経理掛長から）
● 竹内　照夫　　医学部附属病院管理課給与掛長　配置換
（宇治地区経理課第一用度掛長から）
● 石田　長男　　総合人間学部・人間・環境学研究科専門職員　配置換
（宇治地区研究協力課研究協力掛長から）
● 岡本　健志　　宇治地区経理課経理掛長　配置換
（経理部経理課第二給与掛長から）
● 岸下　哲雄　　宇治地区経理課第一用度掛長　配置換
（農学部等経理課用度掛長から）
● 田中　文男　　宇治地区研究協力課研究協力掛長　配置換
（総合人間学部・人間・環境学研究科専門職員から）
● 長谷川やよい　基礎物理学研究所庶務掛主任　配置換
（宇治地区総務課庶務掛主任から）
● 中川　雅子　　工学部等総務課化学系事務室事務主任　配置換
（宇治地区経理課第二用度掛主任から）
● 中西　瑞穗　　宇治地区経理課第二用度掛主任　昇任
（工学部等総務課地球系事務室から）
● 荒谷　裕美　　宇治地区研究協力課国際交流掛主任　昇任
（宇治地区研究協力課から）
● 酒井　久美子　ウイルス研究所　配置換
（宇治地区経理課から）
● 齋藤　正夫　　医学部　配置換
（宇治地区経理課から）
● 小林　裕美　　宇治地区経理課　配置換
（法学部から）
● 有井　秀幸　　宇治地区経理課　配置換（宇治地区経理課兼務免）
（総務部人事課から）
● 横田　夏子　　宇治地区経理課　配置換（宇治地区経理課兼務免）
（総務部人事課から）
● 山崎　　景　　宇治地区経理課　配置換（宇治地区経理課兼務免）
（総務部人事課から）
● 長谷川　太一　宇治地区経理課　兼務
（総務部人事課から）
平成13年2月１日
［教育職］
● 田　　猛　　有機材料化学研究部門Ⅰ教授　昇任
（同研究部門Ⅰ助教授から）
禪福
アルパの演奏を初めて聴きました。アルパって何だろうと
まず思うでしょう。広辞苑を始めとする大概の日本の辞書に
は載っていません。ただし、今流行のインターネットを使う
と見事に検索できます。スペイン語でハープのことをアルパ
（Arpa/Harpa）といいますが、現在ではハープとは異なっ
た楽器として区別されています。16世紀、スペインの植民
地時代にイエズス会の宣教師によって持ち込まれ、その後中
南米諸国の代表的な民族楽器となったものを今ではアルパと
呼んでいるとのことです。よく知られたハープとの違いは、
①ハープが47弦あるのに対して36～38弦と少なく、そし
て小型である、②ハープにある音調を調節するためのペダル
がない、③奏法も若干異なり、指の先から爪にかけて弦をは
じくように弾き、そのため琴に似た（？）音色を出す、とい
うところでしょう。
少々前置きが長くなりましたが、演奏者は無機素材化学研
究部門4の秘書、丸田恵都子さんです。彼女は平成5年～7
年の2年間、青年海外協力隊のメンバ
ーとして南米のパラグアイに赴き、音
楽の先生として国際貢献を果したと
き、現地でこの楽器と出会ったとのこ
とです。帰国後も研鑽を積み重ね、今
ではアマチュア演奏家としてしばしば
演奏活動をおこなっているとのことで
す。今回、日本人に馴染みの薄いアル
パという楽器とパラグアイという国を
紹介したいということで、化学研究所での演奏会が実現しま
した。
プログラムは全6曲からなり、お馴染みの日本の曲である
「浜辺の歌」と残り5曲は中南米とパラグアイの民族音楽で
した。南米というと専ら陽気な音楽を想像しがちですが、な
かなか情感のこもった曲もあることを発見しました。西田佐
知子で有名となった「コーヒールンバ」をオルキディアとい
う中南米独特のリズムで演奏したのですが、そのリズム感と
いい、溢れんばかりの情熱の描写といい、とても素晴らしか
った。その演奏にさらに花を添えたのは、各曲の演奏の前の
彼女のスピーチでした。曲の由来や演奏についての説明の他
に、現地での経験談も交えたもので、とても感心しました。
皆さん、パラグアイの国旗は世界で唯一裏表が異なること
をご存じでしたか？2回目の演奏会が心待ちにされます。彼
女がプロの演奏家として有名になる前に、是非一度聴いてお
かれることをお勧めします。 （横尾俊信）
広報委員会委員：岡　穆宏（委員長）、山田和芳、梅村純三、
谷信三、江 信芳、金久 實、
田賢三、大山達夫、風間一郎(C)
連　　絡　　先：京都大学化学研究所
宇治地区事務部化学研究所担当
（電話 0774-38-3344）
http://www.kuicr.kyoto-u.ac.jp/
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パラグアイ
